






緒言 

 ヒト胎児の低酸素症対策や,予防法を確立するためには,ヒト胎児の低酸素症における病

態生理を解明することが必要であり,そのためには子宮内における胎児の諸機能の評価法

を確立することが不可欠である。しかしながら,方法論上の制約から,今日までの研究は,

主として心拍数変動の解析に限定されていた。ところが,パルスドプラー法が開発され,非

侵襲的に胎児の血流速度が測定できるようになり,循環動態からの病態の解明が期待でき

るようになってきた。そこで,今回われわれは,ヒト胎児の血流に注目し,その評価法を確立

するとともに,低酸素状態における血行動態の変化を明らかにするため,本年度は,胎児の

中大脳動脈と臍帯動脈の血流速度計測の観察系の確立と,Normogram の作成を目的とした。 


